
59.高島郡高島町鴨遺跡、で

発掘された中世の足あと

1 .はじめに

過去の世界の足あとといえば、どうして L化石のイ

j ージが先行する。それくらい足あとは古生物学の世

界では大きなウエイトを占めてお 1)、Jj!に足あとだけ

でなくゴカイや貝矧のはいまわった跡さえも残されて

いる.

さて、古世物の世界では必なじみの足あとが、考古

学の世界に登場し、 i制似?)としての市民織を得たのは

ここ数年のことで、最近の相次ぐ水聞社Jt婦の1311産物

とLいえよう。

ところが、今から18年前の昭和36Afに早〈も足あと

は発御されている。君宇潟県勢多郡;Jj;城村のZ吉田ill跡で

偶然?i.iJt時代の氷悶駿畔が発見され、小規棋とはいえ

水随一区随分を線認するという間期的な捌脊があった。

このi設綿!j;電車畔を切って水口があリ、国百iには足あと

のような〈ぼみが21:11所見られたという。ところが残

念なことに、その当時{孟綴例がなく、 脅草E馬大学史学会

r時報」書~25号に報告されたまま忘れられてしまった。

近畿地方では、昭税139年に大阪府茨木市にある古.1ft

|時代前期の前方後円墳将軍山古!.llを発mした際i二、!'&

穴式石~を解体し、粘土桁床を除去した時に足あとが

F発見されている。足あとは粘土に残されており、この

ことから粘土村床をつくる降、粘土の君主をよく足で踏

んでニねながら成形したむのと考えられている。とこ

ろがζ れも、J}.穴式石護の粘土柑床という特別な場所

であったためか、その後しだいに忘れられていったよ

うである。

足あとに再び自の光があたるようになったきっかけ

は、鮮潟県高崎市日間遺跡、熊野裳遺跡などの水田おt

に伴うむので、足あとのくぼみに火山灰が地徹したも

ので、よ込色のl日耕土と白紫色の足あとが-EIで判日1)で

きる。また火山灰の性質から、乾燥すると紛のように

なリ 、比較的足あとの検出は容易であったと伝え聞く。

また西では、福岡県衛岡市の板付遺跡から、やはリ水

国土t1:1ニドjiって足あとが見つかっている。ここではlIJ，{iJt-

土に残された足あとの〈ぼみに砂がかぶった状態で発

掘されたため、足あとの砂を水で洗い流すと比絞的容
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易に検出できたという。

本県においても守山市服部遺跡で水四社が発織され

た際、足あとの検出が左手おいにWH~されたのであるが

残念ながら礁Iaできなかった.ところが昭和54年 9月

に、高r，}j君ß~若島町的遺跡、で中世のものではあるが足あ

とがあざやかに検出され穏・題をまいた。以下鴨遺跡で

の足あと側査の状況を紹介し、今後の向機な遺跡側交

の-JljJとしたu、。

2.鴨遺跡の立地

鴨池跡l立、高島郡高ぬ町鴨に所在する。

高島町鴨!j;、鴨川|が北方に大きく組り込んだ所に位

iIiする.現~の鴨川1Ij;、天井川化してしまっており 、

隣雨時か容の融雪時にしか水量の地さない河川となっ

ている。しかし、 jfr接する出鴨遺跡塁手の発娘調査の結

来を見ると 、平安時代の暗まで約 2m程の土砂の地械

が知られておリ、鴨川!のi村氏作用がかな 1)の規模であ

った ζ とがうかがわれる.また、 !l~山1/I.J.音羽から現在

の鴨川までは、地形的に高低が見られ、この徹高.I1l!.の

よに、永国 ・南駒 ・街鴨等の各集落が位巡する.この

ことは、鴨川の流燃が一定ではなかったことを恕定さ

せる。つまり、現粧の集洛が位昔置する徽高地lま、ある

時期の自然堤防であづたと推測されるのである。

約遺跡{立、 F榊島の』義務が位置する微沼地の東半分に

あたる。ここからは、術立柱建物群を中心とする遺構

と、地積11陶器、木簡、銅印等多数の多彩なi貨物が出土
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し注目されている(鴨遺跡については、高島町よリ調

査概要が昭和54年度に刊行されるので参照願いたい).

3. ~あとの検出

足あとの検出地点li、鴨遺跡の中心音容の東側、湖沼

線をさらに東側へ滋えた所で、 IJ、字名でlir三ノ坪」

にあたる.

この地区の側資li、.は場銭i胞の水路予定地にトレン

チを入れた.その結果、現住の緋土下でシルト層、砂

層、スクモ層名手の土府が~められ、かつては強湿地で

あったと推定される.

足あとが倹出されたHトレンチiま、水路に紋けたト

レンチの中では-ft西端で、海IJl1Jj線よリ約30mの所に

位恕する。土IOI主、よから順にM十土、総灰色シルト崎、

il偽灰色スクモtはり 4古賀土刷、 i炎総色砂j様、茶灰色ス

タモ府である。この各府 をパックホウで、遺構 ・itt物

の有無を線認しながら制リ込んだ。その給梨、第41替
のi炎絡色砂層までは、巡綿 ・巡物li総められなかった.

この第4層を取り IIリスクモ曜の上前で蘭をそろえた

ところ、茶色めスクモのrtに白っぽい20数仰の足型を

した砂の洛ち込みが点々と認められた.表土からこの

足あとの検出されたスクモ層までは、約90佃の深きで

非常に多い.その為に、 トレンチのI\~際に排水権を娠

リ、ーヵ所に』軽水して水中ポンプで排水した.しかし、

スクモ廓からの水のi汲み出し Lあリ、 i盆締面Iま常に水

を冠っていた.

スタモ層I孟非常に柔らかく、 m愛際むと足あとがつ

いてしまうので、足劫板を穫して遺構而を絡まないよ

うにした.ζの状態で碩をi背織し、足あと検出状況の

写真を撮影した.

足あとの織り込みは、スクモ層の中に#iち込んでい

る砂を取り除けばよく、発御としては非常に簡単であ

る。当初li竹ベラを使って4腐っていたが、よれでは砂

をうまく取リ出せないため、スプーンを使用した.ス

プーン fごと、 曲部の砂もう卓(l~リ出せた。このよう

な方法によって、検出した足あとを金て似')1却し、そ

の後に勾:真微影および災llllJを行って終了した.

5.足あと

w3重量した足あとの総数は、 21例である.この足あと

は、複数の人の是あとで.-n同lに歩いた足あとを 1

人のものとして数えれば、 5人分ある.~かいた方向は、

11ぽ南北の向きを符っている.

足の大きさは、平均で*~)23c問、足輔が:)lOcmである.

あった.なおこの足あとは、 1.5m x 7 mのトレンチ このうち級大のものは、長さ25cm、幅l1cmであった.

を繊切る形で続いていた. 歩鰯はほぼ50cmかそれ以下であリ、平地の移鰯よリ後

4.足あとの発繍 い可能性が強い.

以上のような状態で足あとは検出されたのであるが、 足あとは、スクモ府のゆにlOcm以上めり込んでいた

その発樋乎順を以下に記す. ので、形が明僚に伐っているものが多かった.しかし、

鴨遺跡一帯li、地下水位が潟〈、砂層からのi渇水が 足型から見れI!、税指li明硲にa別できたが、他の指

。
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ははっきりとその形の確認できるものはなかった.多

くの足あとは、 JIi.先が深〈めり込み、ハイヒールを聡

いた島幸の足の形をしていた。よれは、爪先立って歩い

たか、泥の為に爪先に力が入ったかであろう。また、

胞が非常に小さいものは、足をj尼か ら抜〈時lニ磁から

上げる為に、土がまわリから押された為であろうと想

像される。この様に、足あとを自純益してみると、当時

の人が泥の中を歩いた機子が限前に浮ぴ、たいへん興

味深い.

6.足あとの処理

写n:ぬ影、実測の後、石膏で.!E.あとのil取りの作業

を行った。 ζ れ{阜、個々の足あとと、歩いた様子がわ

かるように磁的に採ったものとこ稲類行った.

個々の足あとは、歯科医で自信型を採るのに用いるア

ルジックスを使い、まず足あとの雄型を採った。その

後に、石膏で夜干Tちして検出状態の剣t~を作った。ア

ルジックス I~、はじめて使った材料でもあり、ともす

れば石膏の混ぜ方が不足で儲りきらなかったり、混ぜ

過ぎで阜〈臨まってしまい足却が採れなかった失敗む

ある。

歩いた状態を面的に採ったものは、捌りあがった足

あと瀞:にì1'ï按石膏を.i~~ し込んだものである.このレプ

リカで例々の足あとの相互の関係がよくわかるであろ

う。と ζ ろが、二の際に使用したお情は30kg程あリ、

取リ上lずの際に盤くてなかなか持ち上lずに〈かった。

7.おわりに

以上、鴫遺跡で検出された足あとについて穆いてき

たが、鈴き残した点を補足しておきたい。

まず足あとの検出されたスクモ層の年代である.こ

の!脅からは、少量tながら平安時代末からま帳合時代前半

に編年される土防'1'!土器完め〆j、血が出土している.これ

が、足あとの年代を炎わしていると巧・えられる.

また、Jiあとが残された時の状況であるが、ス7モ

層に水が冠って泥々の状態では明瞭な足あとは残リに

くい。発4臨時にスクモ層を水の中で怨ねると、泥水と

60.高島郡マキノ町

仏性寺遺跡出土の田下駄

ほ場車産備事業にi半う、マキノ町姪ロに所在する{ム性

寺遺跡の間設は、昭和53年4F:1に実施され、多くの成

栄を得た。絢廷の総来、明確な遺精l孟磁認出来なかっ

たが、遺跡の中心部では、耕土をl1dJぐと直ちに上下 2

1替の遺物包含廊になることが判明した。上層は、スク

モと呼ばれる茶偽色の1{jf槌土層で、弥生時代中期の土

器、家良時代の須M!:緩から中 ・近世までの土総片、及

び、加工木、自然木等が含まれていた.また、下1Mは、

なって流れ出すよとから、足あとが残された時点では、

ある筏度の聞きを保っていたと考えられる。そしてそ

の後、足あとが紛れる前に砂が流れ込んだのであろう。

二の砂の為に足あとが現在まで保存されたのである.

次に、足あとと問時代の鴨巡跡の周辺の状況につい

てである.鴨遺跡の倒重量と同時に、戸が坪 ・出鴨遺跡

の絢査が行われ、その総来、足あとにjl[ぃ時代の粂皇

陛畔が磁使、されたと聞いている。この鴨地区に粂mに

基づく水回が広がっていたと考えてよいだろう.この

ことから、足あとが淑地ではなく、水田に残されたも

のと見る可能性が強関される.しかし、条塁遺械の検

出簡は骨灰色粘rt土層であリ、足あとのそれとに途い

が見られる。この間組{ま、今後スクモ層の花粉分折若手

の紡糸をまって蒋却すせねばならないだろう。

足あと出土地点のZ荷受l主、ごく 1)、商械であリ、今後

今回検出された足あとの艦長線上の関査を実施すれば、

よリ多くのZ作笑がわかるであろう。

足あとは、その人の身長、体重等を推定させる人類

学的な資料になるばかりではなく、性格や歩いていた

時の心建状態までわかるといわれている.こうした観

点から、人間自身を諾る面白い資料になるだろう。

(本図修平 ・線康保明)

tf灰色粘土!習で、縄文時代後期の土器量 ・右総を多量に

含んでいた。その詳細については、制査報告岱に殺る

として、今回紹介する図下駄l立、関査終了後、ほ場設

備の際地元の方によって発見され、マキノ町公民館に

腐けられたものである.発掘調査の結来から考えて、

ほ場繋仰の際に一部俊乱されたと思われる、上府のス

クモ府内に含まれていたものであろう。

現存する足板の寸法は、長さ38側、縮12cm、厚さ約

2cmで、材質はおそらく杉村を用いていると息われる。

形状としては、両端ili<側爾両IROに、枠をとりつける

ためのえぐりが入れてある。前緒孔と横.t.~孔の前後の

問附l~lOc問、総
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べき点jj、liiJ絡孔がJ.i!.の形に合わせて片寄せてあけら

れているよとて?ある(本品の場合、省足周であるので

左ill'に片待せてある)。ニの片寄せについては、古代下

駄に共通することであるといわ札ており、前述したよ

うに、出土したと考えられるスクモ層内にも骸当する

時期の土総が見られる。しかし、時期幅l:t広〈、早く

て弥生時代中期、下ttl工務良時代までが対象となるこ

とから、詳細な検討11錐しいo J)~絡をすげる孔は不鍛

形で、 後述するように、現代の悶下駄の孔が、三つ自

錐などで正問に若手たれているのに対して、のみや小刀

のようなもので穿った感が強い.

裏面には、当初j木の校などをAhtrて作った村ちが存在

したと忽われる圧依が、両端近くに認められる.事量而

の後端jliくにも、-1'4¥を取りつけた|療の級痕かと思われ

る彼跡が見られる.作{主事長念ながら発見されてl心、な

いが、これまでにも、縁関県の主主昂遺跡 ・山木遺跡な

どで出土している悶下駄の大半が、.tI!.板しか見つかっ

ていないことなども巧え合わせて、柳の伎などを使用

していたとしたら、おそら〈材質に彩縛されて残 1)tJ< 

惑いと考えられる.

本自由jと問機な田下駄の出土例li、!泉下においては、

まず野洲町久野部遺跡の 7世紀前後の1時期と見られる

出土fflJにま責{仰が見られる.両者・を比較してみると、久

野部遺跡出土例の方が本品よリ L納長い。また、足板

の中央に、有n強械を減している痕跡が総められる。鼻

緒干しのr.lJ慨はほぼ問ヒである.久釘部i遺跡の仰IJも足板

のみで、作は出土していない。一方、新19ørr~集浜遺跡

の出土例{立、足板の形状J二そ災.なるが、総円形の1'4¥が

。 5 10 15cm 自陣雄物語D
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完全に残存している輸銀1間関下駄で、足板の両立織にえ

ぐリを入れる代リに、足板の四隅に孔をき事ち、~など

を過して枠を取りつける方法を用いている.1時代的に

は、弥生時代後期と々えられている。問じく務r1t!!町針
江遺跡でL、森f兵逃勝治二1::191Jに似た足板とf1¥の先端の

部分が出土している.

員l!.形的に見ると、 Ilt.易型経fiiilの行われた綴口li、知内

川と百瀬川にはさまれた氾i~1京に位ill し、 「シルグ」と

呼ばれる深凶が多い。そういった闘では、近年まで図

下j駄が使用されていた.は場絞{胞の際に録集した裁絞

め悶下駄を見てみると、足板I;i.、長さ39cm、幅14.5cm、

厚さ 1cmで、凶隅が斜めに切リおとしてある。それぞ

れの外純化1;1:、1E同形にきれいにあけられておリ、がI

t者孔が両償絡孔の中央に{立法し、二等辺三角形となる。

伎を曲げて作った紛円形の枠を、悶Eをするために針金

が使用してあリ、前後Zヵ所{二、補強板が釘で打ちつ

けてある。 tH1N立、以前li;J;!;織であ勺たるうが、今lま

ビニール織に変わっている。作と足板のバランスを考

えてみると、 t込板の-!Jが大きいように思われる。また、

出土品に比べて足板が幅広であることがわか 1)、興味

深い。

{ム性寺遺跡{卓、総売中 ti必水が激しく、周闘の休緋

.It!!"(>沼i尺t也には、 il:などが生え、低湿地の様相を示し

ている。このことを々えあわせてみると、多少地下水

位の弘、化はあったとはいうものの、 I治5
i泥尼阻であつたろうと、容易に推定できる.当時の悶の

大きさや、稲作技術がどの筏皮の Lのであったかは俄

iRJJし倒れ、が、貌イEの悶下駄が稲刈リ時に使用されてい

ることなとから、仏性寺遺跡出土の岡下l訟もまた、問

機に、記事問や泥mでの稲メIJリ師寺に、聞にもぐるのを|妨

ぐために使用された Lのと考・えられる。(Ll.Jロ順子)
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